
指標 目標 実績（2025年）

環境に配慮する生活スタイルを啓発
し、サステナブルな世界を実現する
ための環境啓発活動で到達した​
累積人数（2016年からの累積値）①

1億人​
2030年

0.63億人

製品と連動したサステナブルライフ
提案実施件数 ② ー 2件

サステナブルなライフスタイルを​
提案する情報発信件数 ③ ー 4件

サステナブルなライフスタイルの​
学習機会の提供件数 ④ ー 2件

サステナブルなライフスタイル実現
に向けた社外との連携活動件数 ⑤ ー 2件

戦略

全
体

① �サステナブルなライフ​
スタイルの提案を通じた、​
こころ豊かな暮らしの実現
と顧客ロイヤルティの向上

製
品

② ��環境に配慮した製品/​
ブランドからのサステナブル
なライフスタイルの提案

情
報
発
信

③ �製品使用、暮らし、​
人々の想いなど、​
コーポレートからの​
情報発信による​
サステナブルな​
ライフスタイルの提案

教
育
支
援

④ �体験型・実践型の学習機会
の提供による次世代育成

社
外
連
携

⑤ �社外との連携による社会​
システムの変革への貢献

サステナブルなライフスタイルの推進
幅広い情報発信、次世代教育などを通じて、社会全体のサステナブルなライフスタイルを後押ししています。生活者一人ひとりが
日々の暮らしで実践できる選択肢を提供し、こころ豊かな暮らしの実現と社会システムの変革に貢献します。

GRI 306-1

活動実績

企業広告「もったいないを、​
ほっとけない。」の展開 ①

「My Kao」サイトでサステナブル
なライフスタイルに向けた​
お役立ち情報提供 ①

「キュキュット」：​
未来にecoペコボトル ②

「エマール」：​
サステナブルファッション ②

環境絵画コンテスト作品の​
貸出・展示活動 ③

月祭による環境啓発 ③

工場見学による環境啓発 ③

花王グループカスタマー​
マーケティングによる​
環境イベント開催 ③

身近な環境課題を発見し​
解決する力を育む​
小学生向け教材を提供 ④

他社との協働による​
使用済みつめかえパックの​
水平リサイクル ⑤

中国清潔・節水キャンペーンを​
中国の行政と共催し、大学生の​
環境活動などを支援 ⑤

財務インパクト

● �サステナブルなライフ
スタイル提案を通じた
ブランドロイヤルティ
向上と、それによる製
品売上の増加

● �サステナブルなライフ
スタイルを提案する
情報発信で到達した
累積人数（2016年か
らの累積値） 121万人

● �サステナブルなライフ
スタイルの学習機会
の提供で到達した累
積人数（2016年から
の累積値） 64万人

リスク​

● �他社のサステナブルなライフ
スタイルのマーケティングや
支援活動の先行による、ブ
ランド価値の低下と事業機
会の損失

● �サステナブルなライフスタ
イルへの社会変革に対する
貢献不足による、レピュテー
ションや企業価値の低下

● �サステナブルなライフスタ
イル提案と連動したマーケ
ティングや製品提案による
事業機会創出と事業成長

● �サステナブルなライフスタ
イル提案の展開によるブラ
ンド価値・ロイヤルティ向
上と事業成長

● �サステナブルなライフスタ
イルに向けた社会変革への
挑戦によるレピュテーショ
ン向上と企業価値向上

※ 指標と目標、取り組みの末尾の番号は戦略番号を示しております。

リスク

機会

戦略 取り組み 財務インパクト

環境・社会インパクト

指標と目標　実績

快適な暮らしを
自分らしく送るために

思いやりのある選択を
社会のために

> サステナブルな
ライフスタイルの推進

パーパスドリブンな
ブランド

暮らしを変える
イノベーション
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地球のために

正道を歩む

107



戦略
「サステナブルなライフスタイルの推進」のリスク低減と機会創出に向け、花王らしく、実効性
があり、事業成長と社会課題解決に貢献する戦略を実行しています。

 社会課題​
花王が持続可能で競争力のある存在であり続けるためには、社会課題の正確な認識が不可欠

です。社会課題の認識は、花王の事業上のリスクを軽減すると同時に、成長を促す新たな事業
機会を見いだすための重要な起点となります。花王は本テーマに関する社会課題を以下のよう
に認識しています。

 リスクと機会​
上記のような社会課題を含む事業環境において、花王はさまざまなリスクに直面する一方で、
新たな事業機会も見いだしています。リスクと機会の特定は、企業戦略や施策を策定するうえで
重要なプロセスです。花王が本テーマにおいて特定した主要なリスクと機会は以下のとおりです。

● �気候変動などの環境問題の顕在化する中でも、生活者のライフスタイルが変化しないこと
● �サステナブルなライフスタイル志向や企業のサステナビリティ活動・姿勢に対する生活
者の無関心

● �サステナブルなライフスタイル提案の展開によるブランド価値・ロイヤルティ向上と事
業成長

● �サステナブルなライフスタイルに向けた社会変革への挑戦によるレピュテーション向上
と企業価値向上

 戦略​
特定したリスクと機会に対応するため、以下の戦略を推進します。
本テーマは「K27」の基本方針達成に向けた重要な道筋です。生活者が無理なく続けられる選
択を増やし、暮らしの質と地域コミュニティの健全性を高めることを起点に、製品・サービス・情
報発信を多地域へ普及させます。独自の技術・デザイン・体験価値で差別化し、選ばれ続ける存
在としての信頼と認知を高めます。そして社会変革におけるリーディングカンパニーとしての影響
力を活かして、生活者および社会全体のサステナブルなライフスタイルを後押ししていきます。

① �サステナブルなライフスタイルの提案を通じた、こころ豊かな暮らしの実現と顧
客ロイヤルティの向上
節水・節電・ごみ削減など、日々の暮らしに根付いた選択肢を提示することで、環境負荷を
最小化しながら、こころの豊かさを最大化する暮らしを支援する。こうした提案を、共通のメッ
セージを軸に、地域ごとの価値観に寄り添ったローカルな語り口で展開し、サステナブルなライ
フスタイルの提案をアジア各国へ横展開する。
併せて、ライフサイクルアセスメントに基づくCO2や水使用量の可視化と使い方（すすぎ1回、

つめかえなど）を一体で設計することで、花王ならではの独自性を発揮し、市場における存在感
を高め、顧客ロイヤルティの向上につなげる。

② 環境に配慮した製品/ブランドを通じたサステナブルなライフスタイルの提案
使いやすさや機能性を維持しながら、つめかえや再生材の使用、容器の薄肉化などを通じて、
資源循環とCO2排出削減の両立を図る。こうした取り組みを、つめかえ文化のない地域におい
ても普及活動として展開し、環境に配慮した製品・ブランドの価値を広げていく。併せて、高濃
縮や泡切れ制御などの処方技術と、容器の薄肉化などの容器設計を差別化要素とし、花王なら
ではの独自性を強化する。

リスク​
● ��他社による非サステナブルなライフスタイルを助長するマーケティングや支援活動の先
行による、ブランド価値の低下と事業機会の損失

● �サステナブルなライフスタイルへの社会変革に対する貢献不足による、レピュテーショ
ンや企業価値の低下

機会
● �サステナブルなライフスタイル提案と連動したマーケティングや製品提案による事業機
会創出と事業成長

快適な暮らしを
自分らしく送るために

思いやりのある選択を
社会のために

> サステナブルな
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これらの取り組みを環境配慮のコミュニケーションとして発信することで、市場における存在
感を高め、顧客ロイヤルティの向上につなげる。

③ �製品使用・暮らし・人々の想いなどを伝えるコーポレート情報発信による提案
製品の使い方や日々の暮らしの工夫、人々の想いを切り口に、自社データと生活者インサイト

を掛け合わせて情報をわかりやすく整理し、実生活の中で「自分にも取り入れられそう」「試して
みたい」と感じられる形で情報発信を行う。
これらの取り組みを通じて、信頼性と共感の両立を図るとともに好感度を高め、ウェブ検索や
SNSにおける検索割合の増加につなげる。

④ 体験型・実践型の学習機会の提供による次世代育成
学校や地域において、体験から実践、継続へとつながるプログラムを提供し、次世代に学習機
会と体験機会を創出する。教材の標準化と併せて、節水効果やプラスチックごみ削減効果など
の成果を可視化し、学習効果を定量的に示すことで、教育プログラムとしての独自性を高める。
学校・自治体・NPOとの連携実績を発信し、信頼性の確保につなげる。

⑤ 社外との連携による社会システムの変革への貢献
フィルム容器の再資源化技術や回収スキームの設計など花王独自の知見を社会に共有し、社
会インフラとして標準化させる。併せて、評価設計を共通化し、官民学が連携する協働モデルを
横展開することで、社会全体で機能する仕組みづくりを進める。
これらの取り組みを通じて、花王ならではの独自性を確立するとともに、第三者からの推奨を
獲得し、売場での優位性の確保やB2B案件の拡大につなげる。

戦略の実践により生み出されるインパクト
前述の戦略により、次のような財務インパクトや環境・社会インパクトを生み出すことができ

ると考えています。

財務インパクト
● �サステナブルなライフスタイル提案を通じたブランドロイヤルティ向上と、それによる製
品売上の増加

戦略のレジリエンス
サステナブルなライフスタイルの推進に向け、清潔・衛生製品やサービスの開発および支援
活動を積極的に展開し、ブランド価値の強化および他社との差別化を図っています。同時に、省
資源化やリサイクル品の活用を推進することでサステナブルな社会変革に貢献し、企業レピュ
テーションの向上にもつなげています。サステナビリティを基軸とした戦略の展開により、事業
機会を創出し、社会的要請の変化にも柔軟に対応できるレジリエンスを備えていると考えます。

指標と目標
戦略の実効性を高めるため、リスクや機会に関するパフォーマンス指標を設け、定期的に進捗状
況をモニタリングしています。特に重要なリスク・機会に関連する指標には目標を定め、その達成
状況を確認することで、PDCAサイクルを通じた改善を重ね、取り組みを着実に推進しています。

本テーマでは、生活者一人ひとりが日々の暮らしの中でサステナブルな選択を取り入れられる
よう、そのきっかけとなる生活者との接点の広がりを示す指標として、啓発活動の累積到達人数
によって把握しています。 2025年末現在、累積到達人数は0.63億人となり、2030年目標（累
積1億人）に向けて着実に進捗しています。こうした接点の拡大は、生活者の意識向上にとどま

 目標と進捗

戦略 指標
実績 中長期目標

2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 目標値 目標年

①

環境に配慮する生活スタ
イルを啓発し、サステナブ
ルな世界を実現するため
の環境啓発活動で到達し
た累積人数（2016年から
の累積値）

0.094
億人

0.11
億人

0.43
億人

0.48
億人

0.56
億人

0.63​
億人 1億人 2030

環境・社会インパクト​
● ��サステナブルなライフスタイル提案による生活者の暮らしの満足度向上
● ��次世代教育を通じた家族への波及効果によるこころ豊かな暮らしの拡大
● ��サステナブルなライフスタイルへの変革による持続可能な社会構築への貢献

快適な暮らしを
自分らしく送るために

思いやりのある選択を
社会のために

> サステナブルな
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 指標と実績

環境・社会に与えるインパクト

項目 インパクト

サステナブルなライフスタイルを提案する情報発信で到達した累積人数
（2016年からの累積値） 121万人

サステナブルなライフスタイルの学習機会の提供で到達した累積人数
（2016年からの累積値） 64万人

ガバナンス
グローバルコンシューマーケア部門を主管部門として、次の3つの会議体を定期的に開催し、

「サステナブルなライフスタイルの推進」における戦略を推進しています。
事業部門長および各部門責任者が参加する会議では、ESGコミッティにおける議論内容や海
外規制動向、各事業における対応方針など、ESG推進に関する情報共有を行うとともに、重要

課題や方針について議論しています。
また、総括および事業部門長、研究開発部門、生産部門、購買部門などの責任者が参加する
会議では、新製品や大規模投資を伴う案件について、製品性能や製品価値、収支を含めた事業
性をグローバルな視点から議論しています。
さらに、事業部門ごとに、事業部門、研究部門、生産部門、品質保証部門などの責任者や担
当者が参加する会議を開催し、商品化に関わる製品性能や製品価値、事業性について、ESGの
観点も含めて確認しています。

Our ESG Vision and Strategy > ガバナンスP62

リスク・機会管理

 管理プロセス
「サステナブルなライフスタイルの推進」におけるリスク・機会への取り組み状況については、
下記のとおりPDCAのプロセスで管理し、着実な改善を図っています。

P（リスク・機会の確認）
ESG推進を目的とした会議において、グローバル規制や顧客要請などの各種動向をモニタリ

ングし、それに伴うリスク・機会を確認。確認したリスク・機会に基づき、対応方針を検討。

D（リスク・機会に基づく対応）
同会議で決定した対応方針を関連部署へ展開し、具体的な活動を推進。方針を製品開発プロ

セスに反映し、必要に応じて承認・確認を実施するとともに、各種活動の内容を社内外に開示。
※ 各活動は、取り組み（P112）をご覧ください。

C（対応状況のモニタリングと評価）
同会議において、実施中の対応活動の進捗状況を報告・評価。必要に応じて、活動内容や結
果をESGコミッティに報告し、提案事項を共有。

戦略 指標
実績

2022年 2023年 2024年 2025年

② 製品と連動したサステナブルライフ提案実施件数 2件 2件 2件 2件

③ サステナブルなライフスタイルを提案する情報発信件数 3件 3件 3件 4件

④ サステナブルなライフスタイルの学習機会の提供件数 2件 2件 2件 2件

⑤ サステナブルなライフスタイル実現に向けた社外との​
連携活動件数 2件 2件 2件 2件

らず、製品選択や使用行動を通じたサステナブルなライフスタイルの関心や理解の広がりにつな
がると考えています。 今後は、対面型の取り組みに加え、デジタルやSNSを活用した情報発信、
教育プログラムの展開、自治体・企業との連携を通じて、生活者との接点拡大を図っていきます。
また、実際の行動の広がりについても、より適切な捉え方について引き続き検討していきます。

快適な暮らしを
自分らしく送るために

思いやりのある選択を
社会のために

> サステナブルな
ライフスタイルの推進
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 取り組み
花王では、 サステナブルなライフスタイルの推進に向け、さまざまな取り組みを行っています。

これらの取り組みは、前述の戦略に基づいており、互いに連携しながら、目標の達成に向けて推
進されています。ここでは、数ある取り組みの中から重要なものについてご紹介します。

戦略 取り組み

全体

① �サステナブルなライ
フスタイルの提案を
通じた、こころ豊か
な暮らしの実現と
顧客ロイヤルティの
向上

企業広告「もっ
たいないを、
ほっとけない。」
の展開

「My Kao」​
サイトでサステ
ナブルなライフ
スタイルに向け
たお役立ち情報
提供

製品

② �環境に配慮した“製
品/ブランド”から
のサステナブルなラ
イフスタイルの提案

「キュキュット」：
未来にecoペコ
ボトル

「エマール」：
サステナブル
ファッション

情報発信

③ �製品使用、暮らし、
人々の想いなど、
“コーポレート”から
の情報発信による
サステナブルなライ
フスタイルの提案

環境絵画​
コンテスト作品
の貸出・展示
活動

月祭による​
環境啓発

工場見学​
による​
環境啓発

花王グルー
プカスタマー
マーケティン
グによる環境
イベント開催

教育支援

④� �体験型・実践型の
学習機会の提供に
よる次世代育成の
貢献

身近な環境​
課題を発見し​
解決する力を​
育む小学生向け
教材を提供

社外連携
⑤ �社外との連携によ
る、社会システムの
変革への貢献

他社との協働に
よる使用済みつ
めかえパックの
水平リサイクル

中国清潔・節水
キャンペーンを
中国の行政と​
共催し、大学生
の環境活動など
を支援

A（課題への対応と改善）
モニタリング結果や提案内容に基づき、活動方針や実施体制を必要に応じて改善。リスクへ
の対応策や取り組み内容の継続的な改善を図る。

快適な暮らしを
自分らしく送るために

思いやりのある選択を
社会のために

> サステナブルな
ライフスタイルの推進

パーパスドリブンな
ブランド

暮らしを変える
イノベーション

責任ある原材料調達

よりすこやかな
地球のために

正道を歩む
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地域のみなさまとつながり、いっしょに 
快適な暮らしを考える体験型イベント 

「月祭 TSUKISAI 2025 WINTER」

地域：日本

対応する戦略：③

2025年12月6日（土）・12月7日（日）の2日間、花王社員によるおもてなし
イベント「月祭 TSUKISAI 2025 WINTER」を、花王株式会社 すみだ事業場（東
京都墨田区）にて開催しました。地域のみなさまとつながり、いっしょに快適な暮
らしを考える場にすることを目的に、今回初めて花王事業場内で「月祭」を実施し、
2日間で5171人ご来場いただきました。テーマは、＜モノづくり大解剖＞。驚き
と発見のモノづくりをご体験いただけるプログラムを用意し、お子さまから大人ま
でお楽しみいただきました。
月祭は、「リアルな感動体験」を目的に2023年にスタートした、花王主催のイ
ベントです。お客さまの日常のお困りごとに寄り添いながら、花王のイノベーティ
ブな商品・エビデンスを体感していただけるよう企画・運営しています。会場で
は花王社員が「おもてなし隊」となり、商品や技術の説明はもちろん、商品・研究
に込めた花王の想いまで伝わるよう、心を込めておもてなしをします。ひと目で社
員とわかる「花王おもてなし隊　私たち、社員です」とデザインしたオリジナル法
被を着用して接客します。お客さまか
らは、「楽しそうに働いている社員の皆
さんが印象的」「社員の皆さんだからこ
その商品の推しポイントが聞けて、よ
り花王商品が好きになった」「店頭や
CMをながめているだけではわからな
い技術にふれることができて楽しかっ
た」「花王は日々進化し続けているのだ
な」といった、嬉しいお声を多数いただ
いています。

津野 千絵 
花王株式会社​
PR戦略部門​
生活者コミュニケーションセンター

全ての人が安心して、より快適に暮らせる未来をつくりたい。
この想いのもと、墨田区様と連携し、地域の皆さまとつながり、ともに快適な
暮らしを考える場として、事業所内で「月祭 TSUKISAI 2025 WINTER」を開
催しました。イベントでは、環境や未来のためにできる活動も知っていただける
よう、地球・人・社会に配慮した素材選びや資源循環など、花王の環境への取
り組みを紹介する体験型ブースを展開。日常生活に取り入れやすい情報を中心
に、お子さまから大人まで楽しみながら学べる内容にすることで、「自分にも取
り入れられそう」「試してみたい」と感じていただけるよう工夫しました。また、
私たち社員が地域の皆さまと直接対話をすることで、花王の活動や想いをより
身近に感じていただけたと思います。
参加者からは「子どもと楽しみながら学べた」「つめかえパックをリサイクル

に出そうと思った」「リサイクルできる商品がもっと増えてほしい」といった嬉し
い声をたくさんいただき、環境配慮への関心を高める一助になったと感じてい
ます。今後も地域とともに歩み、誰もが暮らしやすい持続可能な未来の実現に
向けて取り組んでまいります。

「月祭」をとおして地域と育む 
サステナブルな未来

社員の声

快適な暮らしを
自分らしく送るために

思いやりのある選択を
社会のために

> サステナブルな
ライフスタイルの推進

パーパスドリブンな
ブランド

暮らしを変える
イノベーション

責任ある原材料調達

よりすこやかな
地球のために

正道を歩む
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